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受領 

番号 

受領年月日 
通告者 

件

数 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

受領時刻 

１ 

平成 31 年 2 月 25 日 

堀田直孝 2 

防災士の育成に

ついて 

災害発生時、役場職員だけでの避難所等の災害対応

には限界があるため、地域のリーダーとなるべき防

災士の育成を図り、行政と消防団等を一体化した組

織の推進は図れないか。 

村 長 

午前 9時 40 分 
先進医療の補助

制度について 

日本人の二人に一人は罹るといわれている癌にお

いて、健康保険の効かない粒子線治療等の先進医療

に対して、他県においては、貸付・利子補給・費用

の一部助成の制度があるが、本村においても、何ら

かの助成制度は出来ないか。 

村 長 

２ 平成 31 年 2 月 25 日 坂本隆文 2 

「仮設住宅」及

び「みなし仮設

住宅」の入居者

に対して 

① 仮設住宅・みなし仮設住宅の入居期限が迫ってい

る。集落再生などの公共工事が完了していないこ

とによる自宅再建が出来ない方や入居期限内に住

家が完成しない方などは仮設住宅の入居期間が延

長されると聞いている。集落再生にむけた公共工

事は数年にわたると思うが、今後の仮設住宅の入

居の延長はどのようになるのか。また、仮設住宅

の集約方法はどのように行い、入居者からどのよ

うな声が上がり、その対処法はどうするのか。 

② 住家を失い、自力での再建が難しく、何らかの理

由により災害公営住宅や村営単独住宅などの入居

も希望されていない方で、今後の生活再建のめど

が立っていない方は一人もいないのか。 

村 長 
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 午前 10 時 40 分   
小学校問題につ

いて 

毎年、河原小学校の児童数が足りず複式学級にな

るのではないかと懸念されている。校区の編成や

住宅地の提供など大々的な対策をとる考えはない

のか。 

村 長 

教育長 

３ 

平成 31 年 2 月 25 日 

西口義充 2 

支援物資の活

用及び保管場

所となってい

るトレーニン

グセンターの

利用について 

・ 震災からもうすぐ 3 年になるが、保管されている

支援物資についてどのような活用を考えているの

か。 

・ 支援物資の保管場所になっているトレーニングセ

ンターは傷みがひどく、今後の利用についてはど

のように考えているのか。 

村 長 

教育長 

午前 11 時 30 分 

村の土地利用計

画と村づくりに

ついて 

・  総合計画のアンケートの結果をどのように考えて

いるのか。 

・ 20 年後の子ども達の発表での思いにどう答える

ことができるのか。 

・ 将来、村の人口を増加するための計画は考えてい

るのか。 

村 長 

 

 


